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床率を示すヌードマウス継代移植株20株(胃癌12，大腸癌 3 ，勝癌 3 ，乳癌 3 株)を用いた。薬剤は F
T-207, UFT , 5'-DFUR , ACNU , TA-077 , MMC , M-83 , ADR , Mitoxantrone , CP 




加時間，標識指数 (L 1)，腫蕩内LDH活性，腫蕩内と血中のLDH-5 活性比 (LD H ratio) ，腫虜
内 Thymidine phosphory lase 活性，担癌血中CEAの計 9 個を取り上げたが，これらは株毎に固有の値
を保持していた。
3. これら 9 因子と各薬剤に対する感受性との関連を検討した。 15株における 11薬剤の検討で99の組み
合せ中22 (22%) において有意の相関が認められた。薬剤によっては相関する因子の見られないもの
や，単一因子のみと相関するものも見られたが，多くの薬剤では例えば，グ -DFUR は CEA ， Vasｭ
culari ty , MM C は組織分化度， L DH ratio のごとくそれぞれに異なる複数の因子との相関が認めら
れた。
4. 薬剤の感受性に関与する因子の種類や重みなど総合的な判断を行うため，腫蕩増殖抑制率 (1 R) 
を目的変数， 9 因子すべてを説明変数とし，変数減少法により重回帰分析を行った。その結果， 15株に
おける分析でM-83 ， ACNU , ADR は 3--4 個の因子で寄与率80%以上と非常に高く， 5' -DFU 
R, MMC , FT-207, CP A も寄与率70%以上，有意の単相関因子を持たないMXT も 7 個の因子の
組み合せで寄与率83% と高く，それらの回帰推定式から十分に薬剤効果を推定できた。また，近縁薬剤
聞の選択された因子の種類や重みから，薬剤の生体内での作用機作を窺える一面もあった。
5. 胃癌 5 株を加えた20株でも同じ 9 因子と 6 薬剤を選んで重回帰分析を行った結果， 15株に比べ，因
子寄与率は低下するものの， M-83は 5 個以上の因子で寄与率80%以上， MMC ， ACNU , ADR も
70%以上の因子寄与率を示し，それぞれの薬剤の感受性に関与する因子の種類は同じか，ほぼ似た傾向
を示した。また， 1 R58%以上を有効とした時の実験化学療法で得られた IR値と重回帰分析による推




の組織分化度，血管密度， LDH活性などと，担癌血中CEAの計 9 因子を測定したが，これらは株毎
に固有の値を保持していた。
2. 各薬剤に対する感受性とこれら 9 因子との関連をみると，多くの薬剤では，それぞれ異なる複数の
因子との相関が認められた。











H-5 活性比，腫蕩内 Thymidine phosphory lase 活性，担癌血中CEA値の 9 因子を取り上げ薬剤感受
性との関連を単相関及び重回帰分析により検索した。その結果，因子を複数に組み合わせた重回帰推定
式により，各腫虜株に対する各薬剤の感受性を十分推定できる事を明らかにした。従って，本論文は，
長年に亘り集積された膨大な実験資料に基づく独創的な研究であり学位論文として価値あるものと認め
られる。
